
令和７年度 自己評価・学校関係者評価報告書    
令和８年４月１日 

学校法人札幌豊学園 認定こども園札幌ゆたか幼稚園  
１．本園の教育目標 
「ゆたかな こころ」  「たくましい からだ」  「ただしいかんがえ」 

 ～自分らしく周囲の人と共に生きる喜びを見出せるよう、子ども一人ひとりの“心の根っこ”を支える～ 
 
２．本年度、重点的に取り組む目標・計画 
 『繋がる心のピース』 子どもを中心に保護者・教職員が互いを丸ごと認め合い、地域の方々も巻き込みな

がら「心のピース」をつなげ、根付かせよう。 
  
３．評価項目の達成および取り組み状況 

 評価項目 評価 取り組み状況 

１ スケジュール管理 A 

保育後の仕事の流れを前日に確認し、全体で進めるべき
仕事、学年の仕事、個人の仕事を明確にしたことで、効率
よく仕事を進めることができた。また日中に製作準備や新
年度準備などの業務をフリー保育者が行うことで、全体の
仕事を早くに終わらせることができ、振り返りやポートフォリ
オ作成の時間を作ることができた。ミーティング開始時間
等も全員で意識できるよう、管理職が中心となって声をか
けた。 

２ 遊び環境の充実 Ｂ 

遊びを充実させるためのチームを機能させ、子どもが関心
の幅を広げられるよう環境づくりをしていった。２学期後半
からは、保育者が作る環境で子どもが遊ぶだけでなく、子
どもが今ある環境を基にどう遊ぶのか、視点を変えて考え
る小グループのチーム編成に変更し、現状の把握や課題
について話し合った。今後も充実した環境づくりに向け、ど
のように話し合うかを模索する。 

３ コミュニケーション Ａ 

職員数が多く、なかなか全員で会議などを行うことが困難
であるが、会議録や日誌といった記録に詳細をまとめ、フ
リー保育者も様々な子どもの様子や保護者とのやり取りを
共有した。預かり保育の担当者の会議時間も設け、クラス
以外の部分での機能が充実するようにしていった。次年
度も人数が増えることもあり、細かに声をかけ合うことを一
人一人が意識していきたい。 

評価（Ａ：十分に成果があった Ｂ：成果があった Ｃ：少し成果があった Ｄ：成果がなかった） 
 
４．総合的な評価結果 

評価 理  由 

A 

スケジュール管理において、時間に限りがある中で質を高める園内研修をどのように進めていけばよい
か、学年リーダーとも意見を出し合った。当園で行っている１０分研修では、「毎月の子どもの姿を振り返り
（ねらいやクラスの遊びの内容についての精査）」「あそびの時間（自由活動）の環境づくり」「クラスマッピ
ング」等を行った。また、毎週学年会議や毎日の振り返りで明日の保育をつくるための話し合いをしてい
る。子どもの様子について多く話し合いをしているが、保育の土台となる教育・保育課程、月のねらい等
の様式や記録をより活かせるような記録（記述）の在り方についてを今後の課題とし、園長・主任・学年リ
ーダーを中心に、全員でカリキュラムマネジメントの方法を考えているところである。 

評価（Ａ：十分に成果があった Ｂ：成果があった Ｃ：少し成果があった Ｄ：成果がなかった） 
 
５．今後取り組む課題 

 課 題 具体的な取り組み方法 

１ 記録を活かす 
教育・保育課程や月のねらい等を基に、日々の振り返りの際の記録の在り方を

考える。発達を踏まえながら、５領域を巡らせた期ごとのねらいを立て、ねらい

を達成するためにどのような遊び（活動）が考えられるかを話し合う。 

２ 遊び環境の充実 
２学期後半に出た「その場にあるもので子どもがどのような発想を生むか」という

視点と同時に、保育者発信の環境で新たな遊びと出会うためにどのような話し

合い、準備が必要かについて再度考える。 

３ 心地よい園舎づくり 

遊びの充実のために様々な道具や環境に必要なものを整えているが、遊びが
収束を迎えた後に始末したり、片付けたりする面でアンテナが張れていないこと
がある。全員で美しい環境が子どもにとっても心地よさにつながることを意識し
て過ごせるよう、日々環境の確認をする。 



 

６．学校関係者評価 

 現在の保育の記録をとるための元になる「予想される子どもの姿」「ねらい」等を教育・保育課程に記載し、

充実したものにしているが、どの保育者にとっても見てわかる記録や、次の日の保育をどのように組み立てて

いくかが明確になる記録がどのようなものかを次の課題としながら、新たな様式を作成しようと試みている。保

育の質を向上させるための取り組みに期待したい。また、リフレクションの重要性を確認し、次につなげるため

の課題点を出し合うことも質向上につながっていくと感じた。 

チームとして園が大切にしている保育観の共有や価値観をそろえるために自己評価の時間を活用し、方

向性や子どもの対応の確認をしていた。子どもにとっての最善の利益について常に話し合い、子ども・保護

者・保育者それぞれが繋がり、子育ちの共同体となる視点も大切にしている。園（保育者）としての役割を果

たすために目的を明確にしたチーム体制は評価できると言える。 


